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－研究総論1－ 

１ はじめに 

  

「生徒主体」は本校の子どもたちが、授業につい

て語る際に必ず口にする言葉である。実際の授業

において「生徒主体」の姿は数多く見られる。「題5 

材との出会いに目を輝かせる子ども」「疑問や問い

を追求する子ども」「どうすればよりよいものがで

きるだろうかと試行錯誤しながら表現しようとし

たり、体現しようとしたりする子ども」「熱を帯び

た言葉で自らの考えを語り、議論する子ども」「そ10 

の教科を学ぶ価値を感じ、自らのあり方やふるま

いを見いだす子ども」、授業の中にはこのような子

どもの素敵な姿があふれている。 

上述したような子どもの姿は、授業者の誰もが

見たいと願う姿であり、想像することは難しくな15 

いだろう。しかし、実際の授業の中で体現するとな

るとそう簡単ではない。本校に赴任する前の自分

も自らの授業のあり方に課題を感じ、「どうすれば

子どもがおもしろいと感じ、生き生きと学ぶよう

な授業が実現できるのだろうか」と日々悩んでい20 

た。しかし、長年積み重ねられてきた本校の研究に

ふれ、子どもと共に学ぶうちに教える方法ではな

く、自分自身の授業者としてのあり方や授業に対

する考え方が変わってきたことを実感している。 

本校の研究は「どのように教えるか」という、よ25 

りよい教え方を生み出す研究ではなく、学び手で

ある子どもの立場に立って教科や学びのあり方に

ついて考えていくものである。そして、「教科で人

間を育む」という理念に基づき、人間形成に寄与す

る学びをめざしている。本研究が自らの授業のあ30 

り方に悩む先生方の一助になり、授業について共

に語り合える仲間づくりにつながることを願って

いる。

  

２ 現研究の歩み 35 

 

「学びの自覚」を主題とした経緯 

 

（１）前研究と「学びの自覚」とのつながり 

本研究は今年度で第５年次を迎え、まとめの時40 

期を迎えている。そもそも、なぜ「学びの自覚」を

主題としたのかを確認しておきたい。 

 本校では長年、「教科で人間を育む」という考え

方に基づき、人間形成に寄与する学びを大切にし

ながら実践研究を行ってきた。前研究では、子ども45 

たちが教科らしいふるまいをしている人々の営み

（以降「教科ならではの文化」）を味わうことこそ

が、教科の学びを通して人間形成を図ることにつ

ながるということを、実践を通して示してきた。

「教科ならではの文化」を味わう授業において、子50 

どもたちは題材のおもしろさを存分に味わい、教

科の学びに没頭していく。このような学びの積み

重ねが、子どもの人間形成につながっているであ

ろうことが見いだされた。一方で、子どもの学びの

何が、どのように人間形成につながっているのか55 

は明確にはならなかった。そこで、これまでの研究

成果に立脚したうえで、子どもにとって「人間形成

に寄与する授業とはいかなるものであるのか」を

より明らかにすることを目的として本研究「学び

の自覚」が設定された。 60 

 

（２）なぜ「学びの自覚」なのか 

 人間形成に寄与する学びとは、すなわち知識や

技能の獲得ではなく内面の変容に重きを置くもの

である。だからこそ、子どもの内面の変容に目を向65 

け、子どもが何を自覚し、どのように学びを自己の

形成につなげているのかを見とり、明らかにして

いきたいと考えた。 

 子どものふるまいや生き方までをも変えるよう

な学びを実現するためには、子ども自身の実感を70 

欠かすことはできない。子どもの内面で変容が生

じた際、子ども自身がその変容を実感し、その変容

がもつ自分にとっての意味や価値に目を向けるこ

とができれば、その子のふるまいや生き方により

強く影響を与える学びとなるだろう。私たちは、こ75 

のように子ども自身の実感に至るような学びを大

切にし、子どもが何を自覚し、その学びがどのよう

に子どもの人間形成に関係しているかを分析する

ことで、「人間形成に寄与する学び」について明ら

かにしたいと考えたのである。80 
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令和２年度 学びの自覚（第１年次）―教科で願う学びを子どものあらわれから考える― 

 

「学びの自覚―教科で願う学びを子どものあら

われから考える―」という新テーマを設定し、授業

研究を行った。１年次は、授業における子どもたち5 

のあらわれから、各教科で願う学びとは何かとい

うことに注目し、各教科における「教科で願う学び」

を明らかにした。また、授業者が想定した願う学び

を含め、子どもの様々な学びの姿を見とることが

できた。これらの姿から、教科で願う学びに迫って10 

いく過程において、子どもが実に多様な学びを繰

り広げていることが見えてきた。さらに、授業者が

題材の価値や魅力を味わう授業の先にある「教科

で育みたい人間像」を踏まえて授業構想をしてい

くことで、子どもが教科の本質に迫っていくだろ15 

うと考えるようになった。 

 

令和３年度 学びの自覚（第２年次）―「教科で願う学び」を育む授業― 

 

副題を「『教科で願う学び』を育む授業」と改め、20 

「学びの自覚」研究を継続して行った。 

２年次は授業者が「教科で願う学び」をもって授

業を実践することで、子どもは教科の本質に迫る

学びをしていくことを見いだすことができた。 

さらに、子どもが題材を通して、また、題材をつ25 

ないで、自身の教科観を広げている姿が確認され

た。このことから、子どもは一つの題材で学びを完

結することなく、今までの自分の考えや価値観を

問い直したり、物事を新たな視点で見つめ直した

りしている可能性があることを見いだすことがで30 

きた。二年間の研究の中で、子どもが教科の本質に

主体的に迫っていく姿の中に、「学びの自覚」につ

ながる要素が存在することが見えてきた。また、授

業者が「教科で育みたい人間像」と「教科で願う学

び」をもつことで、子どもが教科の本質に主体的に35 

迫っていく姿が自然に生まれていくこともわかっ

てきた。一方で、「学びの自覚」を見とることの難

しさを感じた。

令和４年度 学びの自覚（第３年次）―ありたい自分を思い描く子ども― 40 

 

副題を「ありたい自分を思い描く子ども」と改め、

「学びの自覚」を「自分と自分を取り巻く世界との

つながり方が修正・洗練・統合されていることへの

気づき」と定義し、子どものあらわれから学びの自45 

覚について考えようと研究を継続した。３年次で

は、「ありたい自分」を思い描く子どもたちは、自

らの意志で対象世界と自分を関係づけていくこと

が見えてきた。また、授業者が「教科で育みたい人

間像」という崇高な理想を掲げることで、広大な学50 

びのフィールドが構築されていることが見いださ

れた。この「教科で育みたい人間像」に基づいた授

業が繰り広げられることで、授業者が子どもの「あ

りたい自分」を豊かに見とることができたり、子ど

もが自らの力で学びながらも授業者の「教科で願55 

う学び」の影響を受けたりすることが確認された。

そのなかで、子どもは授業者が願う「教科で願う学

び」を超える学びをしていることも見えてきた。こ

のことから、私たちの願う子どもの学びは、「教科

で育みたい人間像」に基づいた教育観のなかで、60 

「学びの自覚」を介して子どもと授業者が関係し

合うことで育まれているだろうと考えるようにな

った。

 

令和５年度 学びの自覚（第４年次）―子どもが見いだす「教科の本質」― 65 

 

副題を「子どもが見いだす『教科の本質』」と改

め、学びの自覚とは子どもたちが何かに気づくこ

とだと考えた。そして、その何かをより明らかにす

るために、子どもは教科の本質をどのようにして70 

とらえ、見いだしているのかに注目しようとした。   

その中で、「子どもが見いだす教科の本質」と「授

業者が教科で願う学び」には重なる部分が多いこ

とが見えた。同時に、子どもが「教科の本質」を見

いだしながら学んでいくことで、「学びの自覚」が75 

促されているであろうことが見えてきた。つまり、

「題材」を介して「授業者」「子ども」が相互にか

かわったり、つながり合ったりすることで、本校の



－研究総論3－ 

めざす「人間形成に寄与する学び」が実現されてい

くと考えるようになった。これに加え、授業者の願

う学びを超えた、授業者の題材観や教科観すらも

変えてしまう教科の本質を見いだしている子ども

の姿も見えてきた。5 

 

３ 研究主題・副題とその設定理由 

 

学びの自覚 

－学びの自覚を共に育む授業者－ 10 

 

（１）「学びの自覚」のとらえ 

 

子どもの学びをより大きく、深くとらえるために 

 15 

「学びの自覚」がいつ、どのような場面で起きて

いるのか、また、修正・洗練・統合の大きさや深さ

などのとらえが授業者によって様々だった。それ

らを整理するため、これまでの研究で見えてきた

ことを踏まえ、学びの自覚を以下のようにとらえ20 

なおす。 

 

 

 

 25 

 

 

 

 

「学びの自覚」は、いつ、どのような場面で起き30 

ているのかに注目すると、それは様々な場面で起

きており、それぞれの子どもによって、あるいは教

科、題材によって異なることが見えてきた。つまり、

学びの自覚とは特定の学習活動の場面に見られる

ものではなく、子どもが学んでいるすべての場面35 

において起きる可能性があるものなのである。あ

る子どもは、新しい題材と出会ったときに、過去の

題材とのつながりに気づく。またある子どもは語

り合いの場面において、他者の意見を聞き自らの

意見を深めたり、更新したりする。 40 

また、学びの自覚の大きさや深さも様々である。

ほんのわずかな気づきもあれば、ふるまいそのも

の、価値観そのものを更新するような大きな変化

が起きることもある。 

そして、子どもが修正・洗練・統合されているこ45 

とに授業者が気づいていても、子ども自身は気づ

いていない場合もある。しかし、子どもたちは、三

年生になると教科の本質やその価値について語る

ことができるようになり、ときに授業者の教科観

をも変えてしまうような姿を見せてくれる。この50 

ような姿は、一年生から様々な教科での学び、題材

での学びを繰り返し、積み重ねてきたからこそ起

きることだろう。これは、子どもが各教科の学びを

繰り返すことで、気づかないうちに「自分と自分を

取り巻く世界とのつながり方が修正・洗練・統合」55 

された姿である。大きな変化は突然起きたように

見えても、その実はささいな、小さな変化が積み重

なったそのあとに起きているのではないだろうか。 

このように見ていくと、これまでの「自分と自分

を取り巻く世界とのつながり方が修正・洗練・統合60 

されることへの気づき」というとらえでは大きな

気づきを得る一瞬だけに学びの自覚があるように

受け取られてしまう。また、「気づく」という一瞬

を見とることは非常に難しい。そこで、本年度は

「学びの自覚」を「自分と自分を取り巻く世界との65 

つながり方が修正・洗練・統合されることへの実感」

とする。前年度の「気づき」という言葉は上述した

通り、その子がはっきりと自らの変化を感じとっ

たり、言語化したり明確に行動したりした一瞬に

ある印象を受ける。しかし、子どもたちが何かを感70 

じる小さな、あるいは子ども自身も気づいていな

い瞬間も学びの自覚をしている姿であり、その瞬

間が積み重なって生まれる姿もまた学びの自覚を

している姿と考えたい。学びの自覚とは崇高なも

のだけでなく、子どものささいな学びまでをも含75 

んでいるものであるととらえ、「実感」という言葉

を使うことでより学びの自覚が起きる背景や状況、

要因を明らかにしたい。学びの自覚の進み方をイ

メージしたものが図１である。 

80 

これまでの「学びの自覚」のとらえ 

「自分と自分を取り巻く世界とのつながり方が

修正・洗練・統合されていることへの気づき」 

↓ 

新たな「学びの自覚」のとらえ 

「自分と自分を取り巻く世界とのつながり方が

修正・洗練・統合されていることへの実感」 
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図１ 学びの自覚の進み方 

 

（２）学びの自覚を促す背景にあるもの 

 

教科の本質が押し進める学びの自覚5 

国立教育政策研究所がまとめた論点整理

（2015.8）では、各教科を学ぶ本質的な意義をと

らえ直していく必要性がうたわれている。教科に

は、その教科だからこそ育むことができる資質や10 

能力があるはずである。この各教科を学ぶ本質的

な意義を、まず授業者がとらえていくことが重要

だろう。本校ではこれを授業者が願う「教科で育

みたい人間像」「教科で願う子どもの学び」とし

て作成し毎年、更新を重ねている。 15 

本校の子どもたちが、主体的に授業に臨み、

様々な学びを積み重ねている姿からは各教科を学

ぶ本質的な意義を実感していく姿があふれてい

る。本研究第４年次「子どもが見いだす『教科の

本質』」では、各教科を学ぶ本質的な意義を「教20 

科の本質」とし、子どもが教科の本質をどのよう

にとらえているのかを子どものあらわれから見い

だそうとした。（以降「教科の本質」は各教科を

学ぶ本質的な意義と同義とする）その中で、子ど

もたちは、各教科を学ぶことを通してその子なり25 

の、その教科の本質を見いだすことによって学び

の自覚が押し進められていることが見えてきた。

そして、子どもが見いだす教科の本質を分析して

いくと、上述した授業者が願う「教科で育みたい

人間像」「教科で願う子どもの学び」と重なる部30 

分が非常に多いことが見いだされた。すなわち授

業者の願うものが子どもに影響を与えているとい

うことである。一方で、子どもが授業者の願いを

超えた教科の本質を見いだしていることも明確に

なった。子どもたちは、私たち以上に教科の本質35 

を見つめたり、迫ったりすることができる有能な

学び手であるということである。

 

 40 

 

 



－研究総論5－ 

子どもが見いだす教科の本質と授業者 

子どもが見いだす教科の本質は実に深く、多種

多様である。特に授業者の願う学びを超える子ど

もが見いだす教科の本質は、授業者に大きな影響5 

を与えている。授業者は子どもの姿から、「この

題材にはこんな価値があったのか」「こんな視点

からこの題材を見るなんておもしろい」「自分の

教科にはこんな側面があったのか」「この活動は

子どもにこんな学びをもたらすのか」と子どもの10 

姿から様々な発見をし、教科観や授業観を更新し

ていくのだ。こう考えると、授業者は子どもによ

って育まれる存在であるとも言えるだろう。しか

し、その授業を共にしている授業者が子どもを育

んでいることは紛れもない事実である。つまり、15 

本校の授業は子どもと授業者が相互にかかわり、

影響し合うことで成り立っていると言えるだろ

う。 

 

 20 

授業者に目を向ける意味 

 

上述してきた通り、子どもたちは教科の本質を

見いだしながら、学びの自覚を進めている。そし

て、授業者のあり方までをも問いなおす有能な学25 

習者である。しかし、優れた学びをする裏には必

ず授業者の存在があるはずである。学びの自覚が

自然発生的に促されているのではなく、子どもの

学びに授業者がかかわっているからこそ、学びが

進んでいくのだと考える。子どもが学びの自覚を30 

押し進めるときに、授業者の何が、どのように影

響を及ぼしているかが見えてくれば、子どもの学

びの自覚はさらに押し進められるはずである。本

校の研究は常に、子どものあらわれを大事にしな

がら進められてきた。それは本年度も変わらない35 

ものである。子どものあらわれを基にしながら

も、視点を変えて授業者側から本校の授業を見つ

め直していきたい。

 

学びの自覚を共に育む授業者 40 

 

では授業者の何が学びの自覚を育むことにつな

がっているのだろうか。 

一つ目は、願いをもって授業に臨んでいること

である。まず、本校では「教科で育みたい人間45 

像」について考え、子どもたちにどのような人間

像に迫ってほしいのかを明確にすることを重要視

している。授業者自身がその教科を学ぶ意義や価

値、その教科でしか育めない資質や能力をとらえ

直し、子どもに見いだしてほしい教科の本質を明50 

確にしていくのだ。授業者自身が改めて教科につ

いて向き合うからこそ、子どもと共にどのように

学んでいくのかのイメージが膨らんでくる。さら

に「教科で願う子どもの学び」について考えるこ

とで、その教科の本質をどのように子どもに見い55 

だしてほしいのかを明確にしていく。そして、授

業者がどのように子どもとかかわっていくのかと

いう具体像をもっていくのだ。このように、授業

者が教科を深く理解し、子どもに何を願うかを大

事にしながら、日々の授業を実践していく。これ60 

によって、授業者はささいな子どもの学びの自覚

に気づいたり、子ども自身が気づいていない学び

の自覚をもとらえ、子どもとかかわったりするこ

とができる。子どもの学びの自覚を育むために

は、授業者の豊かな教科観が重要だと考える。 65 

二つ目は、「教える」のではなく「共に学ぶ」

という意識をもって授業へと向き合っていること

である。本校の教育活動は、すべて子どもを主体

として進められている。それは授業についても同

じである。当然、授業者は題材を研究し、教材化70 

して授業を行う。しかし、授業者は子どもに主体

的に題材と向き合って学んでほしいと願ってい

る。だから題材を「提示」するのではなく、子ど

もと「共有」しようとするのだ。授業者は与える

側で、子どもが受け取る側ではなく、題材、教科75 

を介して共に学ぼうとすることは本校が大事して

いることである。子どもは自ら学びたい、追求し

たいという思いをもち学んでいく。だからこそ、

学びを押し進めていくことができるだろう。そし

て、子どもが学んでいくその姿から、授業者も大80 

きな学びを得ながら日々の授業が子どもと一体と
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なって営まれているのだろう。 

三つ目は、子どもが主体的に学びたくなる題材

を「共有する」ということである。どれだけ願い

をもっていても、題材が魅力的でなければ子ども

は主体的に学んではくれない。子どもたちが「な5 

ぜこうなるのか」「明らかにしたい」「表現した

い」と思いをもてるような題材をもとに授業づく

りを大切にしている。 

このようなことを大事にして授業に向き合って

いる授業者が、子どもの学びの自覚を育むことに10 

どのように影響を及ぼしているのかを明らかにし

ていきたい。

 

４ 今年度の研究の取り組み

15 

授業者のあり方のよりどころとなる教科の主張の作成 

 

私たちが願うのはその子がよりよく、その子ら

しく豊かに生きていくための力を養ってくれるこ

とであり、人間的な成長である。知識の定着を第20 

一とせず、資質や能力を養い人間形成に寄与する

学びを実現しようと授業を構想するのが本校の大

きな特徴だ。このような授業実践のためには「教

科で育みたい人間像」と「教科で願う学び」をそ

れぞれ明確にもつことが重要である。 25 

教科の主張に「教科で育みたい人間像」と「教科

で願う学び」を記し、その二つの関係性を説明した

い。教科の主張をもとに授業実践を重ねていく中

で、私たちの願いと子どもの姿とのつながりを見

いだしたい。実践と分析を積み上げる中で、教科の30 

主張を更新していくことも必要だろう。 

 

授業実践・授業分析

昨年度に引き続き、日々の授業実践の記録を残35 

す。この時に、授業者の子どもへのかかわりを二

種類に分けて記録、分析したい。一つ目はなぜこ

の題材なのか、何を願い、どのような意図で題材

構想したのかという授業づくりに関する授業者の

あらわれである。二つ目は授業の中で子どもと実40 

際にどうかかわったのか授業内での生のやりとり

である。授業者は子どものあらわれに応じて、子

どもとやりとりをしながら授業を進めているはず

である。これは個人では見とったり、分析したり

することは難しいため意図的に参観、分析の機会45 

を設けたい。 

子どもの学びを見とるための手立てとして、日

常的に追求の記録を書くことに加えて、題材の終

わりにアンケート等をとり子どもの変化や変化に

影響を及ぼしたものは何かをとらえていく。 50 

よりよい授業実践や授業分析につなげるため基

調授業、研究協議会を実施する。仲間の授業を参観

したり、授業案を検討したりすることで客観的な

視点から自らの授業を省みると共に子どもの姿を

見とる視点や子どもの学びの自覚を促す授業づく55 

りについて考える機会としたい。 

授業者に主眼を置くとはいえ、子どものあらわ

れを大切にし、授業実践の中で見られた子どもが

学びの自覚を押し進める姿も合わせて残したい。 

 60 

 

５ おわりに 

  

昨今の教育を語る上で、「個別最適な学び」「協

働的な学び」という言葉は欠かせないものだろ65 

う。これらの言葉の本質は子ども一人一人を尊重

すると同時に、教室で、学校で仲間と学ぶ意味を

世に問い直そうとするものだろう。そして、授業

者が子ども一人一人のあらわれに注目し、思いを

大切にしながら授業に向き合うことの必要性を私70 

たちに示しているのではないだろうか。しかし、

実際はどう授業を行えばいいのかの方法論を追う

だけになってしまうことも少なくないだろう。 

方法論だけではない、子どもを見つめ、どうか

かわるかを大切にする多くの先生方と、授業にお75 
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ける課題について意見を交わしながら、願う教育

のあり方を共に議論できたらと考えている。教育

研究協議会では、忌憚のないご意見、ご批判をい

ただければ幸いである。 

 5 

最後に、本研究の講師としてご指導ご助言をい

ただいている上智大学総合人間科学部教授の奈須

正裕先生、本校共同研究者としてご指導ご助言を

いただいている静岡大学大学院教育学研究科教授

の村山功先生に厚く御礼を申し上げる。10 

15 
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